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　2009道本部組織労働局発第268号

２００９年４月９日

各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　　三浦　正道

「夏季一時金臨時調査に基づく引下げ勧告反対」

大型はがき要求行動の実施について
連日の取り組みに、心より敬意を表します。
　さて、４月６日の人事院交渉で、公務員連絡会が夏季一時金の臨時調査を行わないことを求めたのに対し、給与局長は「明日から民間夏季一時金調査を実施する」と答え、調査を強行する姿勢を明確にしました。
　このため、公務員連絡会は、４月３日に行った企画・幹事合同会議の確認に基づき、みだしの要求はがき行動を実施することとし、自治労北海道本部としても大型はがき要求行動を取り組むこととします。各単組・総支部におかれましては、年度初めでご多忙のこととは存じますが、態勢の確立をお願いします。

なお、はがき取り組みの成功に向けた資料として４月６～７日送信の自治労北海道FAX情報、道本部組織労働局発第267号(4月8日付)を参考にしてください。

　

記

人事院要請大型はがき行動
（１）取組期間    ４月13日（月）～５月８日（金）
（２）取組内容   
（要求）夏季一時金臨時調査に基づく一時金引き下げ勧告を行わないこと

　　　　　　　（理由）①調査の根拠自体に問題があり、方法に精確性と信頼性がない
②問題のある調査に基づき勧告すれば人事院勧告制度の信頼性を損ね、労働基本権制約の代償機能のさらなる空洞化につながる
③公務員の生活のみならず、中小企業の春闘や景気動向に悪影響を与える
　　　　　　　　　　　　など
大型ハガキ（別紙イメージ参照）は10名連記で４月13日（月）以降に単組到着予定。組合員全員参加（家族を含めて１人三筆以上）を目標に人事院総裁に要請します。短期間ですが、集中した取り組みをお願いします。単組名をはがき裏面の記入欄に必ず記入してください。（スタンプで構いません）

（３）集約方法　　　各単組は、以下に集約枚数・筆数を記入の上、５月15日（金）までに道本部賃金労働部へ報告をお願いします。

　　　　　　　　　　また、大型はがきについては各単組から人事院へ直送願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
送付先：自治労道本部賃金労働部 櫛部・小杉（ＦＡＸ：011-700-2053）５月１５日（金）まで
夏季一時金臨時調査に基づく引下げ勧告反対人事院総裁宛

大型はがき行動集約報告書

単組名　　　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

枚数　　　　　　　　　　　　　　　　　筆数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大型ハガキイメージ

〒　１００－８９１３　


人事院総裁　谷　 公士　様

	私たちは民間夏季一時金臨時調査に反対し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下のとおり要求します。


○　臨時調査を行わないこと。また、調査の必要性を明確に説明すること。
○　調査結果に基づいて、夏季一時金の引下げ勧告を行わないこと。

○　公務員労働者の生活水準を維持できる一時金水準を確保すること。
○　公務員連絡会の要求に基づいて十分交渉・協議し、合意に基づいて勧告・報告すること。
	 氏　　名
	氏　　名

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	単組名
	


自 治 労 北 海 道 本 部



























東京都千代田区霞ヶ関１‐２‐３











　　　人事院総裁


　　　　　　　谷　　　公　士　　様








PAGE  
- 1 -

